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日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

４
月
１８
日
か
ら
２０
日
ま
で
岡
山
市

役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
「
中
国
帰
国
者

問
題
写
真
展
」
（
高
杉
久
治
さ
ん
）

七
〇
年
の
歩
み
を
中
心
に
、
日
本

語
教
室
の
現
状
、
「
中
国
帰
国
者
の

尊
厳
を
回
復
す
る
岡
山
の
会
」
の
結

成
と
取
り
組
み
、
日
中
国
交
回
復

四
〇
周
年
を
記
念
し
て
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
四
月

の
第
一
回
目
か
ら
岡
山
市
福
祉
援

護
課
の
協
力
の
も
と
開
催
し
て
き

◎
「
戦
争
の
本
当
の
悲
劇
が
６
７
年

経
っ
て
も
続
き
、
キ
ズ
は
永
遠
に
消

え
な
い
。
決
し
て
戦
争
し
て
は
い
け

な
い
と
同
時
に
国
家
と
は
何
か
、
国

家
の
責
任
あ
る
べ
き
形
を
せ
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
」 

（
７０
代
の
男
性
） 

「中国帰国者の尊厳を守る岡山の会」総会 

＆ 

─中国帰国者と弁護団の懇談会─ 
 

と き：５月１３日（日） 

午後１時３０分～４時３０分 

ところ：高島公民館（和室） 

 

参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
「は
じ
め
て
知
っ
た
事
が
多
く
、
悲

し
い
過
去
で
す
。
戦
争
の
犠
牲
者
は

市
民
で
す
ね
。
は
や
く
み
な
さ
ん
が

幸
せ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
」 

（
５０
代
の
男
性
） 

 

◎
「
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
母

の
秋
子
さ
ん
と
高
杉
さ
ん
の
写
真

で
す
。
」 

（
毎
日
新
聞
の
記
事
を
み

て
こ
ら
れ
た
７０
代
の
女
性
） 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
「
中
国

残
留
孤
児
の
配
偶
者
に
対
す
る
生

活
支
援
の
充
実
」を
訴
え
ま
し
た
。 

３
日
間
で
日
本
語
教
室
の
講
師
・

受
講
生
２０
人
を
ふ
く
め
約
２
５
０

人
が
参
観
し
ま
し
た
。
ま
た
「
中
国

帰
国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡
山

の
会
」の
平
本
さ
ん
（日
本
語
・中
国

語
の
両
方
が
話
せ
、
孤
児
の
気
持
ち

が
よ
く
理
解
で
き
る
人
）
が
、
３
日

間
、
受
け
付
け
や
説
明
役
を
し
て

く
れ
大
変
助
か
り
ま
し
た
。 

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
展 

高
杉
久
治
さ
ん 

─

七
〇
年
の
歩
み
を
中
心
に─

 

中国語を学んでいる人たちと 

足高公園で 「お花見交流」 

くらしき日本語教室 

 

去る４月１２日[木)、満開でさながら雪のように舞う花

の下、交流会は催されました。花冷えと雨で心配をしま

したが、徳行のある人たちの集まりだったからでしょう

か、とても好天に恵まれました。 

I1 時頃から集まりはじめました。朝早くから場所取りを

して下さったおかげで、シートやマットが敷かれ、座椅子

や丸椅子までも。一つ、二つ置かれていました。野外用

のコンロで沸かしたお湯で、紙コップコーヒーが振る舞

われ、一息ついたところでお互いの自己紹介。中国語

を学んでいる人は、中国語で、日本語を学んでいる人

は、日本語で話しました。上達につながると信じていま

す。 

安くて美味しい評判の「大漁寿し」の巻きずしをほお

ばり、紙コップのインスタント味噌汁も乙な味を添えてく

れました。 

いつものように中国語訳の 「北国の春」や 「瀬戸の

花嫁」、「ふるさと」等も唱いましたが、このたびの交流会

の圧巻は、最高齢、86 歳のＭ さんが、日本に帰国して

覚えたという「星影のワルツ」を披露してくれたことであ

り、また長年研鑽を積んで来られた方が、見事な太極拳

を演じて私たちに見せて下さったことです。 

いつまでも思い出となる「お花見交流会」でした。 

(山縣) 

ま
し
た
。 

初
日
の
１８
日
に
は
、
４

件
（
山
陽
新
聞
２
件
、
毎

日
、
赤
旗
）
の
取
材
が
あ

り
、
高
杉
さ
ん
は
そ
の
対

応
に
お
わ
れ
ま
し
た
。
自

分
の
生
い
立
ち
「
孤
児
」と

し
て
の
中
国
で
の
生
活
、

日
本
に
帰
国
後
の
言
葉

の
問
題
、
国
を
相
手
に
訴

訟
を
起
こ
し
た
こ
と
な
ど

通
訳
の
有
馬
さ
ん
（
４
月

か
ら
高
杉
さ
ん
の
支
援
・

相
談
員
）
の
協
力
の
も
と

一
生
懸
命
に
話
し
ま
し

た
。 

熱心に参観する人々 

受付の井上さん 

取材を受ける高杉さん 

2255 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

５
月
２
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

貝吹 

小林 

真田 

竹内和 

竹内袈 

三垣 

[

任
天
堂
Ｄ
Ｓ
ソ
フ
ト 

 

中
国
語
三
昧
Ｄ
Ｓ
聴
き
書
き 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ] 

評
価 

★
★
★
★
☆ 

 

 

中
国
語
に
よ
る
ス
キ
ッ
ト
の
音
声

が
流
れ
た
ら
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
ス
ク
リ
ー

ン
に
書
き
と
る
と
い
う
も
の
。 

見
た
ら
分
か
る
漢
字
も
書
け
と

言
え
ば
意
外
に
書
け
な
い
も
の
。 

五
感
を
フ
ル
に
使
う
の
で
記
憶
の
定

着
が
図
れ
る
。
手
書
き
認
識
対
応

な
の
で
判
定
も
し
て
く
れ
る
。 

ゲ
ー
ム
感
覚
で
飽
き
が
来
な
い
。

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
の
数
字
の
聴
き
取
り
は

万
の
位
以
上
が
出
題
さ
れ
す
ご
く

耳
と
頭
の
訓
練
に
な
る
。
解
説
も

秀
逸
。
超
お
薦
め
。
初
級
か
ら
中

級
向
け
。 

 

 

 [

相
互
語
学
学
習
サ
イ
ト 

ラ
ン
ゲ
ー
ト
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
―
８
）] 

 

評
価
★
★
★
★
★ 

 

自
分
が
書
い
た
中
国
語
の
日
記

を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
添
削
し
て
く
れ

第８回 東日本大震災救援募金 

─故富美子さんのフクロウ貯金も─ 

 

震災募金を去年４月６日から、本部に送り続けています。

せんだって４月１３日には、第８回￥15,175をとどけました。  

このうち故青木富美子さん愛用のフクロウ貯金箱から

￥6,659が見つかり、正さんから震災救援に加えてと渡され

ました。うちわけは、１円玉１０４枚、５円玉１５枚、１０円玉５８

枚、５０円玉２枚、１００円玉８枚、千円札５枚でした。ありがと

うございます。 

８回までの合計は￥145,637円です。 

 

これからもまだまだ支援が必要です。 

ひきつづきご協力お願いいたします。 

 

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
、
心
身

を
解
放
し
て
、
美
と
健
康
を
追
求

で
き
る
こ
の
優
れ
た
武
術
体
操
を

継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
大
気
と

大
地
か
ら
パ
ワ
ー
を
貰
え
る
な
ん
て

素
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

無
料
体
験
を
さ
れ
た
方
は
ど
ん

な
感
想
を
持
た
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ご
入
門
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

余
公
昌
子 

 

２
０
１
２
年
４
月
１１
日
、
厳
し
か

っ
た
寒
さ
も
よ
う
や
く
和
ら
ぎ
、
桜

の
花
も
満
開
と
な
っ
た
こ
の
日
、
７８

期
を
開
講
し
ま
し
た
。
体
験
無
料

講
習
会
に
は
５
名
も
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
、
日
中
と
太

極
拳
の
説
明
、
講
習
会
の
説
明
、
指

導
員
と
補
助
指
導
員
に
よ
る
２４
式

の
表
演
、
続
い
て
約
１
時
間
、
ク
ラ

ス
別
に
分
か
れ
て
（
４
ク
ラ
ス
）
練

習
、
体
験
練
習
を
し
ま
し
た
。 

る
。
も
ち
ろ
ん
無
料
。
メ
ジ
ャ
ー
な

言
語
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。 

 

私
が
使
っ
た
感
想
で
は
、
英
語
は

あ
ま
り
添
削
し
て
も
ら
え
な
い
が
、

中
国
語
は
５
分
以
内
に
必
ず
「あ
な

た
の
日
記
が
添
削
さ
れ
ま
し
た
」と

通
知
メ
ー
ル
が
届
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）な

の
で
中
国
人
の
友
だ
ち
も
簡
単
に
で

き
る
。 

 [i-P
h
o
n
e

ア
プ
リ 

 

（ＮA
V
E
R
 

中
国
語
辞
書
） 

と 

（北
辞
郎
）] 

 

評
価
★
★
★
★
☆ 

 

こ
れ
だ
け
をi-P

h
o
n

e

に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
お
け
ば
電
子
辞
書

を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
充
分
。
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
複
数
の
中
国
語
辞
書

か
ら
例
文
検
索
が
出
来
、
し
か
も

音
声
付
き
。
北
辞
郎
は
オ
ン
ラ
イ

ン
辞
書
な
の
で
、
新
語
が
次
々
と

更
新
さ
れ
て
い
て
日
々
進
化
を
遂

げ
て
い
る
。
＜
我
爸
是
李
刚
＞
さ

え
も
辞
書
に
載
っ
て
い
る
。 

 

つ
づ
く 

 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  
竹内和夫 

品詞について 

 単語を分類してみよう。そして、前掲⑩の啄木のローマ字文がどんな単

語でできているか、以下の８品詞の（頭の漢字）を使って示してみる。 

 単独で１語で文として使えるものを自立語といい、自立語とともに使う独

立性の弱いものを付属語という。 

活用する・・・・・・動詞、形容詞 

自立語 

活用しない・・・・名詞、副詞、感動詞、接続詞 

 

活用する・・・・・・判定詞 

付属語 

活用しない・・・・助詞（ガ,ワ,ノ,ニ,デ・・・・・） 

 

晴れた（動） 空（名） に（助） すさまじい（形） 音（名） を（助） 

たてて（動） はげしい（形） 西風（名） が（助） 吹き荒れた（動） 

３階（名） の（助） 窓（名） と（助） いう（動） 窓（名） は（助） 

たえま（名） も（助） なく（形） ガタガタ（副） なる（動） その（形） 

すきま（名） から（助） は（助） はるか（名） 下（名） から（助） 

たちのぼった（動） 砂ぼこり（名、ローマ字では砂ほこり） が（助） 

サラサラ（副） と（助） 吹きこむ（動） その（形） くせ（名） 空（名） 

に（助） ちらばった（動） 白い（形） 雲（名） は（助） ちっとも（副） 

動かぬ（動） 午后（名） に（助） なって（動） 風（名） は（助） 

ようよう（副） おちついた（動） 
 

 合計（文５）、（動１１）、（形６）、（名１６）、（副４）、（感０）、（接０）、（判０） 

（助１６）。この数字をみて、なにか感想ある？ 

A、 B:ニホン語って、「なにが、どんなに、どうなったか」という順にならんで

いるみたいだ。状況説明文だからなのか？会話では？ 

C:０の（感）や（接）や（判）が、いっぱいじゃない？ 

「ねえ、それで、どうなさったんですの？」 

“Nee , sorede , doo nasatta n desu no? ” 

                      つづく 

⑭ 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
太
極
拳
講
習
会 

第
７８
期
開
講
式
兼
無
料
講
習
会 

中
国
語
お
役
立
ち
情
報 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
川
浩
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